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○ ゆでて食べよう
６月１０日(月)は、５年生

が門川町ヘルスメイトの皆様
の支援を受けながら「青菜(ほ
うれん草)のおひたし」の調
理実習を行いました。
児童は前回、自分たちでお

茶を入れて飲む学習をとおし
て、コンロを安全に使えるよ
うになりました。そこで、今回は青菜をゆでて、おひ
たしを作りました。
調理過程で、「ゆでるとほうれん草のかさが減る。」

「色が濃くなる。」「匂いが強くなる。」など、材料の
変化にも気が付けたようでした。
自分たちが調理した「青菜のおひたし」。ペロリと２

～３口で食べてしまう児童や１本１本丁寧に箸でつま
んで大事に口へ運ぶ児童など、自分たちが最初から最
後まで作った料理にとても愛着があったことがうかが
えました。

○ 気持ちがいいな
６月１２日(水)は、１年生

のプール開きが行われまし
た。何もかもが初めてのプー
ルでの学習のスタートでし
た。
まず、着替えの仕方やプー

ルでの約束を画像で確認しま
した。すると、手際よく着替
えることができ、「プールサ
イドを走らない。」「飛び込まない。」「押さない。」の
約束事もしっかり理解できました。そして、いざ、プ
ールへと向かいました。
おなかに水をかけた後、胸、顔、頭まで水をかけて

入水！肩まで浸かってワニさんになり、１、２、３で
頭まで浸かって歩きました。「ねえ、どうすれば上手に
なれるかな。」「おふろで練習すればいいよ。」と微笑
ましい会話も聞かれたプール開きになりました。

○ はじまりました。算数科授業支援
６月１７日(月)から、算数科授業支援が始まりまし

た。
ねらいは、「算数科授業支

援員の方々の授業支援をとお
して、複数の指導者が児童を
見守りながら、児童の学力向
上を図るとともに、学校にお
ける基本的な学習習慣や生活
習慣の育成を図る。」です。
現段階では、３年生をお願いしています。２年生の

時の３クラスから２クラスになって、学級の児童数が
増えたためです。
この日は、５名の支援員の皆様が３年１組と３年２

組の授業支援に入ってくださいました。自己紹介の後、
早速「１本２５円のえん筆１００本のねだんは、何円
ですか。また、１０００本のねだんは、何円ですか。」
の問題に取り組みました。
支援員の皆様は、答えをストレートに伝えるのでは

なく、答えに至るまでの道筋(考え方)を丁寧に教えた

り、学習中の姿勢がおかしい児童には「背骨を伸ばし
ましょう。」と声をかけたり、教科書やノートをなかな
か開かない児童には「今何ページかな。黒板に書いて
ありますよ。」と気付かせたりしてくださいました。
学級担任１人で授業を展開していくよりも、支援員

の皆様のおかげで、全児童の学習への集中力が高まっ
ているのを感じました。きっと、学力の向上や、学習
習慣の定着が図られるだろうと強く感じました。

○ 第１回「親子であいさつ登校」
６月１７日(月)～６月２１

日(金)は、「令和６年度 第
１回親子であいさつ登校」で
した。
この活動の目的は、「保護

者の皆様があいさつをする姿
を児童に見せることで、児童
の率先あいさつのきっかけに
するとともに、地域全体の人間関係を豊かにする。」「保
護者の皆様が児童と通学路を歩いて、安全状況の再確
認をする。」でした。
はじめのうちは、保護者の皆様が、自転車や徒歩で

通り過ぎる高校生や大人そして、子ども見守り隊の方
々にあいさつを行い、その後に児童が恥ずかしそうに
あいさつをしていました。しかし、しばらくすると、
保護者の皆様よりもお子さんの方が先にあいさつをす
るようになっていました。とても素敵な場面でした。
今回の保護者の皆様の背中を見て、きっとお子さん

は、素敵な人間関係を築けていけると思います。

○ ３日(水) 図書一斉返却日
○ ９日(火) 夏休み等に向けた図書貸出開始

ノーメディア読書デイ
○ １６日(火) ようこそ先輩(６年生)
○ １９日(金) 終業式、大掃除
○ ２２日(月) 門川町一斉ラジオ体操
○ ２２日(月)～３１日(水) 全員個人面談

あいさつ 思い出のエピソード(昨年度からの続き)
松本様 ７０歳代
【朝の１コマ】

①・おはよう。近頃、顔を見なかったね。(自分)
・おはようございます。インフルエンザで１週間学校を
休んでいたんです。(６年児童)
・顔が見られて良かった。これから身体に気を付けて頑
張ってね。(自分)

・ありがとうございます。卒業まであと少し。頑張りま
す。(６年児童)

②・おはようございます。行ってらっしゃい。(自分)
・返事なし。頭だけ下げる子どもたち。(児童)
※ちょっと淋しい自分…。

③・◇◇ちゃん、おはようございます。行ってらっしゃい。
(自分)
・おはようございます。行ってきます。(大きな声の児
童)
※この児童、横断歩道を渡るとき、待っている車にもお
辞儀をして、とても嬉しい気持ちになる自分…。
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